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次世代のエネルギー源である水素を、再生可能エネルギーである太陽光と水から高効率

に製造できる光触媒の開発が注目されています。しかし、従来の光触媒では、電子と同時

に生成する正孔（電子の抜けた孔）のほとんどが触媒表面で再結合することにより消失し

てしまうため、水から水素への光エネルギー変換効率が伸び悩んでいました。 

そのような中、立川准教授らは、ナノメートルサイズの微粒子が三次元的に規則正しく

配列した多孔質材料である｢メソ結晶｣に着目し、新規光触媒の開発を行ってきました。例

えば、１粒子レベルでの分光観測から、チタン酸ストロンチウムという物質のメソ結晶で

は、粒子の大きさや配列をナノメートルスケールで制御することで、電子と正孔が空間的

に分離できることを見出しました。その結果、通常のナノ粒子系と比べ、光エネルギー変

換効率が一桁近く向上することがわかりました（参考文献１）。昨年４月にプレスリリース

された本成果は、水素製造の実現に向けたブレークスルーにつながると期待され、国内外

で多くの注目を集めています。 

以上の研究は、ＪＳＴさきがけ「超空間制御と革新的機能創成」研究領域の支援を受け

て実施されたものであり、一連の成果は総説論文として最近発表されたばかりです（参考

文献２）。今後は、太陽光の大部分を占める可視光を利用した水素製造を目指し、新たなメ

ソ結晶光触媒システムの開発と実用化を進めていく予定です。 
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